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おわりに

昭和3年(1928年)2丹，問ID県女教員大会のペスタ

ロッチ祭(ベスタロヅチ死後， 100年祭〉において，小

!京は fベスタロッチを慕いてjと題して講棋を行い，そ

れを書物〈玉JII大学出版部〉に著している。小壊は昌本

のベスタロッチといわれるほどにペスロッチを燕い，棄奇

数青の開拓終段に努めた人で‘ある。

今i司私はこの脅物に基づきながら， rベスタロッチの
人となりJ.rベスタロッチの教育の原点J.r小黙との瓶
似点J等を見て行きたL‘と思う O

小!京はこの本の中で次のようにいっている。 r先生の
あの波j闘万丈，議;折多かった生活は成功だったのか失敗

だったのか，神織にしか分らないあの生活は無論批判の

しょうもないですが，ただ単に事実を伝えることすら困

難なことです。いわんやその忠、想に査りましては瀞易な

ことでないと思います。先生の文章は実に耀渋で，謎み

たようですし，持拡論理.的に矛震すらあるし，合蓄の多
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い詩みたようなあの文章は到底私等に分るべくもありま

せぬ的。jと。一方，小原自身の文章は簡潔で読みやす

L 、が，一較的には論理的に矛惑が多いといわれている。

小限はこの矛君をも「反対の合一 iであるというのかも

しれない。さらに聴に，宗教的体験のなし、ものは子1I

i札先生の教育は了解で、きまいと思川、ます紛。jといっ

ているが，これは小謀がクリスチャンであるから，ベス

タロッチの心底を理解できたのであろうと思うが，私は

ベスタロッチも小原もキリストに散って， XlJ 7託子を愛

し，キリストの道を生きた人であると思う。

n.ペスタロッチ(1746---1827)の場合

1. その人となり

ペスタロッチは1746年 1丹12日夕十軒重ヨハン・パプテ

スト・ベスタロッチ(JohannBaptist Pestalozzi， 1718-

1751)の子として生れたが，その父は彼が5識のとき

に強界，あとには議拘浮い母スザンナ・ベスタロッチ

(Susanna Pestalozzi， 1720-1796)と一つ年上の兄と生

まれたばかりの妹とが達された。この 4人の家挨は，父

が亡くなる数ヶ月前に傭われたパベリとL、うお手伝いさ

んによって，父工ご~後41年の長い間大いに助けられ，金

活を維持することができたので、ある。

幼いベスタロッチは，貧しさの中にあっても信仰厚い

時とパベリとの愛の献身と議牲との雰問う誌の中ですご

しそのことによって，設の心の中には，自己犠牲の精

神や敬灘北信仰が芽生えたのである。被は体が弱く感懐

I'J'~であり，父親が早くじくなったこともあってか，性惑

は女性的で、あったようだが，そういうベスタロッチに男

性的な影響や感化を苓えた人として組父アンドリアス・

ベスタロッチ (AndreasPestalozzi， 1611-1769) がし、

る。この祖父はチューリヅとの近村ヘンクの教務であ

り，村の学校監督も兼ねていて，村の家々の訪問を自課

とし，それぞれの家に瀧切な助言を与えて犬伝いたとい
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う。ペスタロッチは毎年夏になると祖父と一緒にこの家

庭訪問をして歩色村民の保活ぶりを日の当たりにする

ら士Lるようtこな

ったのである。ベスタロッチはこの時から自分も牧師に

なって貧民を数済しなければならないと決心し，ラヂ品ー

と大学に入学するのであるが，それ以前の学歴はどの

ようなものなのであろうか。

まず， ドイツ語で教える小学校にH年か通学し， 1754 

年者にはラテン語学校の下級に入り， 1757年にはグロス

ミュンスターにあったラテン語学校の上級に転学し，

1761年から1763年までコレギウム・ブマニタティス(文

科高等学説〉に在学し，般後に1765年の秋までコレギウ

ム・カロリヌムで雪踏学と部学を長寿究した。

コレギウム・カロリヌムでのベスタロッチの底部とし

ては，ギリシャ語およびヘプライ語学者ブライティンガ

ー (Breitinger)がおり，彼からは相当に深い占典語の造

識を得たばかりでなく，ギリシャ薪神・キリスト教精神

に触れ，さらに人道主義的傾向もこの人から影響金受け

たものと思われる。もう一人の思部燃史および政治学者

ポドマー〈おodmer)は， I当時の社会状惑をギリシャや

ローマの盛時と比較して大いに塑落しているものと昆，

組閣をかつての;接待に制すために，正義と白111と生活

の単純化と;誌上告

生活の上に;再建するよう，青年とともに灘間しなければ

ならぬと考えた幼。」ベスタロッチは牧部になろうと勉

強したにもかかわらず，説教の能力に欠けているために

牧訴になることを断念"ボドマーの感化をうけて，政治

家になろうとしたが，これもままならず途中で控訴。今

度は農業L投革者じなって賞民階級の人々の救済にあたろ

うと思った。彼の仕事は三三転四転していくのである。

ベスタロッチが病弱のため学業を)ll~ (1765年〉農業

で、身をたてようとベノレン郊外キノレヒベノレグの農業改革者

チップ品リのもとで、操業実習を始めた頃，アンナ・シュ

ノレテス (AnnaSchultes 1738-1815)と婚約。婚約成立

長後(1767年〉から， 1769年の扶の結婚までの2年間じ

ベスタロッチからアンナに約300通，アンナからベスタ

ロッチへ約200鴻の手紙の交換がなされたのである。こ

れらは単なる恋文だけではなく，ベスタロッチの正直な

舟己反省があり，生活設計，人生設計などの意見交換な

どであった。

美貌の持ち主で9歳年上のアンナとの出会い。ベスタ

ロッチといえば， rその援法猿に似て，その{本経も不恰
授な君~の人であった。その健康はすでに学問に対するあ

まりに無理な努力によって絞られていた。そればかり

か，彼は風采じは全く無頓着で、，正式の諜装は自分では
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できないといっても設いすぎではないほどの人，fnJ事に

も無器用であり，その有名な熱関心は時々服咲の一部分

たとえばネクタイを忘れて平気であった。一言tこしてい

えば伎は女性をひきつけるようなカはまずもちあわせて

いなかった加。」とし寸風貌であった。しかし，アンナは

「あなたにはあの大きな黒い樟があって，あなたの心の

詩良さと心の宏大さとをすべて知らしています。もし自

然がこのy;x砕を授けなかったら，あなたは或いは ~I 然は

殆んどやjもして呉れえまかった，と去ってもよかったかも

知れません問。jと，ベスタロヅチを子どもの頃からよく

矢口っていたためもあろうが，ベスタロッチの秘められた

力，強の強ざを泊く見抜いていたのである。アンナのそ

の観察力，詰Itl察力にはすばらしいものがある。ベスタロ

ッチ自身は内分のことを子私の欠点の中で最も準大だと

思われるのは，無分別と不法意、と，自分に関係ある事請

にいつかは起る不1ltllの変{とに~って冷静さを欠く，とい

うことです。一略一一私はもっと色んな欠点をもって

います。この欠点は，即位:の判断ιしばしば従わない感

情(感じ易い性約〉に出来するものです。一一略一一私

は多くの古は本当ι愛し過ぎるくらい愛しています。 *11
i認の不幸や，友人の不幸がある場合，弘には{口!の点在が

なくとも夜、在射ヰなう(~持になるのです。そうしそうな

ることは， ~~I>>J なことでもなければ，義務でもありませ

ん。私たちは，在、たちの力では限止することのできない

あらゆる事件に!照会した場合，神を認識し，静かに沈黙

すべきであり，いかなることが結るとしても，それが時

訴し、し、ことだといずベ.~です。わが殺する友よ，私拭こ

の点では，さらにすれ、人間です。そしてこの鳴さはjllj時

に，あなたによく詑意していただかねばならないので

すゆJとI'l己反省とともに自分の欠点をよく恕解し法意

してほしいとアンナに頼んでいる。

ペスタロッチとアンナは共通の友であるブランチュ

(メナルグ)l坊の死を過して二人がともに悲しみを乗り越

えて生きなければならないことを確かめ合った。 1769年

結婚， 1770年一子ヤコブ(Jakob)が生まれた。

1771年レッテン (Letten)のノイホーフ (Neuhof)に

移住して議場を経常したが，177511'.負告授を残して失殺し

てしまう G しかし，ベスタロッチはこの不遇の中にあっ

ても次の夢を実塙しようと試みる。子どもの明から抱~

続けてきたj訊賛同の子どもたちへの教育を，と学校を

{乍る決心をしたのである。子どもを耕{乍ι従事させてi当

分たちの樹を得させ，知的教義を高めようとするもので

ある。ヤコブの成長を通してペスタロッチは教脊じ靖熱

を注いだのである。

ノイホ…フの新討画は成功したが，指変らず経営は火

の車"であった。このような時に生濃の友イゼリンに会
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う。イゼリン'(8)はベスタロッチの大患人である。 1778年

イゼリンの編集している fェフェメリデン誌Jl ~こ f人遣

の友に訴える欝Jと題して貧員教育へのアピーノレをす

る。この訴えは大きな反響を呼ひ、起し，寄付金が集ま

り，経営もようやく軌道に乗ったかのようであるが，

1780年アンナやイゼリンの協力を得て，人時の力でI可能

なかぎりの努力をしたにもかかわらず，この学校もまた

経営難のため閉鎖のやむなきに至ったのである。 く17

80) 

このようなどん氏のl時にベスタロッチはイゼリンに勧

められて著作に劫むことになる。 WI話者の夕暮Jl(1780) 

W!JーンハノレトとゲノレトノレートJl(1781)そして次の大1'F

fゲノレトルートは如f取こしてその子等を教うるかJl(1801) 

まで実に教えられるだけで65問(9)にものぼる著書があ

る。この『ゲルトル…トはまllfuJにしてその子手を教うる

か』が書かれるまでの問には，約30年近くのノイホーブ

の生活を終えてシュタンツ孤児院く1798-1799)での教

育活動がある。長い詫夢みていた貧民教育， 50名の狐児

たちを焼めて子ど、もたちへの愛で、身も心も満たされて，

子どもたちと一体になってのシュタンツでの生活は或功

するかに見えたが，フランス軍が建物を病院にすること

ι決めたため広解散させられてしまう。このシュタンツ

での生活は異常な緊張と努力，冷笑と迫害の中にあっ

て，学校経自には余裕があったものの，ベスタロヅチは

櫨成を害してしまった。

f私は，一人の家政婦~Ò)を除いては全くの一人で，子

供述の教育や家事の世話を見る場予さえ連れずに荘、の

子供達の中に入って行き，一人で鋲児院を聞いた。夜、は

それを一人でしょうと忠った。本の詩的を果そうと思う

ならば，そうするより外に方法はなかったので、ある。神

のしみしめすこの大地の上に，子供の教育と指導とにつ

いて，夜、と考えを同じくするような人は一人も語らなか

った。また，それをなし得る人も，私の知る限りでは，

その当時は A人も居らなかった。夜、が錠撹することので

きる人々の中の大部分は，学識，教義が高ければ高い

程，私合理解する度合は低く，私が行動の規準にしよう

と努めていた弘の立脚点を瑠論的にすら理解しかねるよ

うな人々であった加。Jこの理解されない思想とは f人為

的ガ法を用いずに，只，子供達を取り巻く自然と子供述

のB々 の要求，及び，彼等の絶えず、生き生きとして動い

ている活動そのものを子供述の陶泊予設として利用しよ

うとする怒怨制Jである。 さらにシュタンツでの生活ぶ

りを次のようにいっている。 rどのようにして切り抜け
たか，私は知りもせず，また了解することも出来ますま

い。私は苦難と共じ戴れ，私の前~::.'1合も111の如くにそそ

り立つI~l難に抗し，団体的に不可能に見えるものには，

した。いわば，眼臨ι立つ次の瞬

間をば，顧みることなし現在の瞬間に，惜もそれのみ

が存在するかの知く，また生と沌がそれに依存するが加

し専ぷするところの意志のカを以て斡。」

ベスタロヅチはグノレユゲル祖J誌での 1ヶ月の休議後，

1799if. 7月に小学校教諭を{壬命され1800J，f-5月からブソレ
グドソレフ総の小学校で撒くことになった。ここでは教授

ガ法の研究に専心することができ， 1801:iドにはプノレグド

ノレプ域内に理想的な学校を，学校と家庭とはその題設を

異にするものであってはならないという理忽で創設し

た。ヘルマン・クルージー(1775-1844) 等良~協力者

に患まれたが，一子セコブの死(1801)とLづ悲劇jに会

う。しかしこの悲しみな越え，職員の一致を得て全力を

あげて経堂にあたり，ここではしばらくの間，綴謁に運

営がなされていたが，またまた政変に遭い， ミュンへン

ブックゼ…のおい修道院跡への引踏しく1805)を余儀な

くされ経常難に陥る。この11寺ブ広レンブソレグ鈎との提携

が行われるが，まもなく二人の問に不和がとt" 結局

1805年7J-] 6日イグェノレドン(Yverdon)a6?へさらに引越

しということになってしまっ7こ。

ベスタロッチの最後の事業の;場であるイヴェルドンで

の生活は1825年まで続いた。イヴ思ノレドンの20年間はベ

スタロッチの名戸と信望が高まり，伎の生涯での最高の

i時代であったが，だからといって学校が臨調ι灘営され
たわけで、はなく，規模が大きくなりすぎて，内君事がベス

タロッチの考えていたものとは遠くかけ離れたものとな

ってしまったのである。彼はあくまでも家庭的な親と子

との関係にある数字まを望んだのであるから，子どもとの

関保はうまくいったので、あるが， r司慌たちの仲たがし、が

ベスタロッチを今までにない苦境に陥れようとしてしま

ったのである。それで‘もなお， Wr当烏の歌Jく1825)を書

奪、神への惑謝を忘れずにいる。 W白鳥の歌』以誌の
1811年元旦の講誠の一部を紹介しよう。

f一一神よ，あなたはごく少数の人に克られるよう

に，私を繰る周囲の人々と共応私を祝福し給うた。あな

よって夜、の周醸の人々の力を団結せしめ給う

た。そして，その人々の力は，広が自らの生慌の努力の

ために必要とするカを実際にもっていたかのように，

その私の生、鹿のせっかちな努力において私を救い給い，

私の弱さtにもかかわらず，私を立上らしめ給うたので、あ

る。島なたは在、に私よりも鑓れた友を与え給い，しかも

彼らは，設等の前では，子供のように弱L、私を父とさえ

呼んでくれるのである"しj

1815年， 46年連れ添った妻アンナが亡くなり，悲しみ

は深かった。さらにペスタロッチはイグェノレドンでの良

き協力者を失い，イヴェノレドンの実権はシュミットO織に
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牛耳られ. 1824年ベスタロッチはまたもや無一物となっ

て，著作に車念:したが. 1825年にはシュミットと当時残

っていた4人の子供とともに患い出のノイホーフに戻ら

なければならなくなったのである。

の財政治助力によって救われることを忍ば詩丸

一一中略一一

人道の友人よ。私の軽率故に自分でなした誤謬と損害

との多いにも拘 諸君は私を倍揺して，計画を幼け

て下さるだろう。この許画は初まり tこは危険をもって入

2. ペスタロ‘Yチの夢 ったのであるが，過去の過ちによって患は多くの会与を学

小瓶が300名付:の寺子星を夢見て始めた玉川学問は小 んでいるから，めで、たい結果になるだろうと忠うω。」こ

諒の計画力，実行力，経営手続，そして協力者に恵まれ の訴えは貧民教育の必要性を説き，目的を述べ，従来の

て，今や幼稚鴎から大学院まで、の総合学園となっている 体験の報告をしているが，これが大きな反響を立子び，寄

が，一方のベスタロッチの夢は実現したかと患うと破れ 付金が集まったことは記述の通りである。この際の訴え

るという事態をくり返した。そのベスタロッチの夢はし、 では教膏は与えるものではなくて，自らがその1/1に持つ

ったいどのようなものであったのだろうか。 ているものを発見し育てるべきものであるというのであ

ルソ…織がその著書 fニミーノレ』で撞いた夢をベスタ る。しかし額調に行くかι見えたこの事業は失敗に終っ

ロッチは愛と識身で実行し，実施してその教背の基礎を た。この時のことをベスタロッチは. rしかし，私は若
勢いたのであるが，ベスタロッチは l~J 分の夢について『ゲ いでした。私は自分の夢の斑恕の必要条件も知らず，そ

ルトルートは知何にしてその子等な教うるか』のやで， れへの準鵠C必要な詑意、事項も，また実現するのに，な

反省、をかねて書いているに思えば，長いことで、した。あ くてはならなし決、ろいろな力をも知りませんでした。私

の背年時抗から，私の胸は，まるで激しい奔流の如く， の夢の班怒は，農業，工業，商業を合んでし、たので‘す。

ただす知こ，実にただー艇に，私の局留の民衆が溺れ込 私はこれらの三つのがjれについても，私の計画の本質に

んでいる楼めさの掠開を塞ぎ止めようという詩的に向っ 対する，或る高い，そして，私には確実と d官、われる分XJIj

て，波立っていたので、す。私が羽在鷹わっている仕事を を持ち合わせていました。この点については，いろいろ

始めてから，もう30年以上になりましょう。イゼリンの 世の中の経験を経た脱在でも，あの当時，私が持ってい

ぷブェメリデンをお読みになれば，あの曳時，私が実現 た私の計画についての見解から，そう離れているとは思

したいと努力した同じような希盟を，今も，なお持ち続 いません告書。J

けていることがお分り戴けるでしょう倒。Jその希望と 荻村敏雄ωによると「ベスタロッチがしばしば『夢』
は.1776年1月の W;t:.フェメリデン誌』に「人道の友に と呼んだところの彼の設、関は藍観に

訴える書」という文を議いている。すなわち. r人道の である。彼はいったん思い立つと何事でも開険的に企

友人また窓、人速に訴えて，削舎の党児等に教育と仕事と て，いかほどflli人から噺笑されても敢燃としてその事に

合授けるための事業に揚力を請う。 当り，明らかに失敗するまでは美しい夢想を破ることが

私は人道の友人であり，恩人である人々に訴えて，も できなかった。いな現実に失敗しても思想的に必要だと

う私一人では支えることの出来ない事業に劫力を求める 確信したら，しぶとくそれを同執し，夢はさらに夢を生

私は長い乱立派な状況のもとで，もし充分の資金が むことさえあった続。」ということであり，又，揺村留次

あって・つの¥I;IJ援を造り，それによって生活を保証する 部総は「ベスタロッチもルソーも美しし、自黙に閉まれ

に 11: らずl~ï'Jnおこ或る初等教育を施すことが出来るなら たスイスに'ffったためか，入信]自然、の本性を重んじこれ

ば，幼い子快速は遜疫の労働をしないで、も充分自分違の を教育の基礎とした。…一両者の思想は近似しながら，

生活費だけは扱ぐことが出来ようと考えていた。この方 その人間的性格にはお違があった。ルソーはもともと

議iでイIIJらかの実験をすることは人道にとって設も高尚な 「感受性の強い心誠Jを謂裂からのI1t主ーの遺産として生
ことだろうと私は考える。 まれ，終世夢を追う幻想の人であった。ベスタロッチも

一一中略一一 終!i!:夢を捕さ，夢に機れた人であった却ニ変わりない

私の膨れ、と言うのはその人々が毎年小額の金を向う 6 が，ルソーにおいては，夢や幻抵!日伝空のものであり，

ヶ年間在、に前借させて呉れることである。 10年目からは これに出るだけで満足したが，ベスタロッチは喜多を単な

その金は私の訪日脱した労i勤者達の設金から年賦で返償ず る夢に終わらせずに，

る。 あった闘。Jといっている。

在、はもしこの助力を得ることが出来るなら.fをの一切 ベスタロッチの夢は50人件;の貸しレ子供たちを集めて

の職業主r捨てて，私の全~!と漉と全鵠カとを殺しい孤独な ま会常学校を開いて，子供たちと共に土地を耕やし，冬は

子供達の教官に捧げることを設う。幾多の子供述が今回 綿や糸を紡いで中校経常の資金を捻出することに努める
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ことである。

子洪たちがその子の存夜において平等で、あるように教

育もまたすべての子供たちι平等に擁されなければなら

ない。

3. 人間性の教育

小原は前述の『ベスタロッチを縫いてJの中で次のよう

に述べている。 r人間投消は先生の験生の大詩的であっ
た。理論でなく実行，著作よりも持カが先生の生命であ

る。自然、その思想も無味乾操な蝶念の集穣ではなくて，

人間と密接な，人間に即した，人格から溢れ出た体験が

生み出したものである。読書人でなかった先生のことで

感謝とによって，各人がその境遇において必要とする道

徳，習慣及び能力を彼等に発牒せしめるようにつとめる

ことである。鮒J

「一人一人の子供の倒人的境遇にしっかりと法意する

ことが第ーの本質的な教育の親則の一つである例。J

このように子扶たちのことな真剣に考え，子供たちの

ためにと患って始めた事業も次々に失敗む経ること拭ど

ういうことなのだろうか。

「友よ。私が，いま，頼みて，来たして訟は人間教授

の;本震に支守して独白にMを瓦献したかとi品、ますと一一

ある。天才的に製造力の豊かな人であったので，先生独 すべての鱈々の学問の排i誌によって，学問それ自体の本

すきの迩想である。理論から生れて来た教育論でなく，実 賓と人類の完成が，自然、そのものによって規定されなけ

路から主れた，人開設済の一念から諮り出た教官論であ ればならない原型を発見しようと試みたことが。私には

る斡。j 分るのです。却ち私はあらゆる教授の全体を三つの法礎

ベスタロッチの教育の本震は， wスイス過報Jや fゲ 手段に灘元し，あらゆる教授の成果をこの五つの部分に

ルトルートは如何にしてその子等を教うるか』のじいに見 於て確定した必然性にまで高め得る特嫌な手段を探究し

出すことができる。例えば fスイス週報』じは， r生活 たことが。

ずること，彼の地位において幸福にあること，及び彼の そして遂に私には分るのです。私はこれらの三つの越

仲間において有益になること，これが子供を教宵しあげ 礎手段を相互に調和させ，それ広よって教技を棋に多方

ることの日的である。 面的に，或は三つの部分においてでなく，人間自然性と

それ故に方払二と道とを注意深く用いて，各々の子供が も一致させ人類の発員における自然の道行そのものにili

その境遇において自然、的に容易に能力や，心術や，判断 づけたことが倒。j

ヘ;:>，愛着に導かれ， il立等によって子供が彼の地就におい ここでベスタロッチの教育は盛観の認識が絶対法磯で

てき字幅拡，彼の境遇において有益なる社会の一員となる あること。さらtこその基礎手段一数・静・語ーに還元し

こと，これがすべての吾き教育の基礎である縛。J かっその組立の調和並びにその人間の本性との調和を金

さらに Fスイス選報J の26~こは，人間の欲求は i母体 婚したことが彼の教言語究の主要要素で為ることがわか

的，感覚的なものであるからまずこれを識たすことが法 る。

本であるとする。 ベスタロッチはイヴュノレドンの学授の教揺をした持拡

f人!誌の最初の欲求は肉体的でおり惑覚的である。揺 は文革も文字も正しく書けなかったし，それ

して此の感覚的及び誌11*的欲求の謁足は人間の子供が地 問，本を一間も読めなかったといわれているが，このよ

上広おける伎の存庄において最初の教化部象である。即 うな人がどうして 154もの議文を書けたのであろうか。

ちそれは披の教育の法礎で、あって，筏の諸力や資費の最 ニれはあくまでも誇張であって，さまざまな抜~事きに

初の発述はそのiニに基礎を泣くのである。 よる文世帯広よってもわかるようにベスタロッチの特有

地上の加{μ!なる生物よりも一層依存的であり無援であ の謙遜であって，真理の研究は文字や言語や離念に依る

って，人間の子供は彼のほー親の胸において被の乳母の膝 のではなく，あくまでも各自の体験に基づくものである

において慢と感謝との不明なる感じの中に道徳の最初の ことを強調したかったのだと思うのである。

印象を感ずる。それは憐れなる人間においては殆んど常 ベスタロッチによれば，

tこ彼の出さの感じと彼の継続的なる欲求に保たれる倒。J r子供が子供を教えました。それは為ずべきだ，と車、
子供たちが彼らの肉体的・感覚的な欲求が満たされる が替ったことを，子供達は為し遂げようと試みました。

ことιよって生じる感謝の気持，これが愛の一段階とい そして，実現の方法をいろいろと自分達で探し出したの

うのであろうか。つぎに自分の欲求を満たすためには， です。学関の初ry;!J;ょに}jぞけるこの多方面に発展し行く自己

白らが相手の人あるいは物に士、;してi動きかけなければな 活動性は，すべての真の教膏，すべての胸捨的教育が，

らないことに気づくのである。 子供自身の内酉から導かれ，

f子供等を注意、して誌の単純なる道に放置し，労綴!と ればならないとしみ話念を勇気づけるに充分でした。苦
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難の結実が私をここに導いたので‘す。私には協力者があ

りませんでしたので，比較的出来のし巾、子供を，能力の

低い者の関に坐らぜました。するとその子供は彼等を両.

腕でかかえ，自分立出来ることを彼等に寄って聞かせ，

また設等は出来ないことを彼じ真似て唱えました。彼等

は親裾な愛'/者をもって並び合って坐り，歓喜と[BJ情が彼

等の内心を元気づけ，彼等の相互に自覚した内屈の生活

は，この協力的な自己激励によってでなければ到寵なさ

れ得ないほど広，彼等の両方を進恭させたのです持。J

ここで見られるように学ぶということは自分が学んだ

ことを周りの子供たちに教えながら，河りの子供たちは

それを真献し，一緒に試行錯誤を続けながら，あらゆる

ものを身につけていくのであると忠弘子供たち自身は

やIJかなしたし、とし、う内的欲求に満ちているのであるが，

何者どしたらよし、かわからないとし寸場合が多い。その時

にちょっとしたぷ稜を与えることが大切で、ある。そのた

めには子供たちに対する充分な観察が必要で、あると思

う。

ペスタロッチは『ゲノレトノレートは如111Jにしてその子等

を教うるか』において人間は心情，知性:，技術の三者を

具櫛しその王者の調和じよって完成した人間となるとい

っている。であるから教育はこの一人一人が持つ三三者を

鋳和させるようにとめざすものであると述べているc

小掠はベスタロッチの教育を全人教義であるとして，

次のようにとらえている。 日、うまでも急く先生は全人

教議を非設に議大祝された。調和的!梅治を主張された。

人間性能は体・知・徳、の主要素より成る有機体であっ

て，たえず発速するもの故，教育はこれらの諸能力を完

全に発遥せしめねばならぬとされた。殊に宗教期を重

要視された，当時の人間性能の… a方詞だけを偏重してJi‘

輪教育をいたく憂えて『綴方学校はある，書方学校はあ

る o されど人間学校はな\，\~と痛感して居られる。教育

思想の舟容として3H，却ち Head，Heart， Hand頭と胸

と手の三さつの教育を必要された榊。」

この三要素を発速させるためには労作(練習〉が最も

過してし、るといわれる。人間は!ヨ然の欲求としてあらゆ

る白己の能力な活かそうとするものであり，その衝動は

強いものであるのこの人間の本投に従うことが人間を発

肢〈成長〉さぜるのであり，それがまた合自然的な教青

にほかならないのである。

ベスタロッチは，学校は混かで舟111な一大家庭である

ことが望ましいとしザ。子供の場合，その子供たちが選

戯に熱中すればいつまでも遊ばせ，それは家薩生活者幸

福にさせる梨件である感清及び滋徳を啓発させるとして

大切に考えたのである。

111. .ベスタロ γチと小原の輝似京

1. 嚢たち〈アンナとf言〉

アンナはチューりとの告のベスタロッチの近所に住ん

でいて，父は実業家であり，文学茶術方i耐こi勾い教養と

っていて，綾女の家は集会場になっていた。ア

ンナも芸術や学問に対する教識を身につけ，英しく洗練

された女性であった。被女の4人の弟の 1人がポ F'マー

教授のもとに集まる愛福者団に入っていたためブ、ランチ

ュりやベスタロッチとも親しかった。

まずベスタロッチとの婚約時代の手紙をみると，(1767

年8月19B付)

「わたしの親しい友よ，わたしは，持の特別の}~.TI し

による導きがなければ，とてもあなたにお近づきになれ

なかったでしょう。あなたの値打ち，あなたの美点，あ

えにたの気高いお心を{立じ切るまでは，わたしはあなたを

愛することはしなかったのです。友よ。あなたはあらゆ

る試練に耐えていらっしゃいました。わたしは，わたし

の気持に従い，わたしの:x付与を信頼してゆきたいと存じ

ます。私の気持fそれは純粋で、'真実のカに根ざしてい

るものですfすべての青年の中で最も詩きわたし友よ/

わたしは，あなたに永久に安心していただきたし、と思う

のですfおお，わが神，わが父よ/わたしにお力をおか

し下ざいませfわたしは今，わたしの運命のあらゆる難

難に舟って進むつもりでござし、ますf 後略帥j

信保淳く純真な心の持ち主で、あったアンナはこのよう

な堅い決心でベスタロッチのところ拡嫁いできて，ベス

タロヅチとのあらゆる苦難の中にあっても明朗ざと神へ

の信頼を失なわなかったのである。

ベスタロッチとの46年間の生活は，アンナが両親の家

者U¥るl時に彼女の母に言われた言葉「おまえはパンと水

とで満足しなければならなくなるよ腕。jの通りになって

しまったのである。パンさえもない，言葉にし巾、尽せない

ほどの設断生活，子供たちιパンを食べさせるために白
分たちは水だけで過すとし、う生活が統いたことも始終で

あった。このような生活が待っていることをアンナは予

感していたのか婚約時代の手紙に次のようなのがある。

「もちろん在、は女です。どんな不幸はも従L、ます。た

とえあらゆる間難がすっかり私の iニじ積み重なり，一度

に在、をJ攻めても大丈夫です。そのrllにあっても，比べも

のもない大きな協快な瞬間が，私てどすべての苦しみか

ら，再び明るみへづiっぱり出してくれます。そして弘が

時に喜び，時に悲しみを感ずるのも，結局.:7Il'が私の心

をいつも水速にH覚めざぜ，永劫のlit界に私の心を結が

つけて下さるために，穴埋jな?真理としてやっていて下ざ

るのかと思えば，まことにその全知全能に心か
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謝いたします。苦しまfことは私にとって善いことである

とは，いつもあなたが私におっしゃったお苦楽で、あり，

あなたにもまたそれを確証されていられたことなのでし

ょう問。j

これほどまでに神を伝麟することができたアンナ，こ

の人こそが人の人，ベスタロッチと小掠が求めていた

人，講義iのとれた，人ではないだろうか。

fベスタロッチ広ふさわしき袈アンナjを書いたザイ

ブアルト悌はアンナ合評してどたのようにいっている。

「披女の謙虚な内気さは，いつも夫の心に大設なカを与

えた。非常にぜっばつまった場合で・も，いつも彼女は従

顕な忍耐と，静かな信心深い辛抱さとで¥ペスタロッチ

の杖とも柱ともなった。

そしてイフュノレドンの学校に位入してきた蒸乱と，争

論とのIjlfこあって，彼女はいつもその和解調停につとめ

た。ベスタロッチの生活を通して，被女は節度合保ちな

がら，力強い内助の突をあげたことはおと々が;まれること

のでぎないものでおる慨。J

ここでもアンナの人となりが活かれているが，このよ

うなすばらしい棄をもったベスタロッチはどんなι事せ

な人だったろう。あらゆる困難の中にあって，その苫し

さ， 'I'i道み，減みをやわらげる寄り所。母鳥が小島をその

溺で緩め，愛しむように，アンナはベスタロッチの安ら

ぎの場であったので、ある。神がアンナを通してベスタロ

ッチに機きかけ叱時激励していたのではないだろうか。

このようなアンナを棄にしたペスタロッチ，まさにベス

タロッチのために生まれてきたようなアンナと生涯をと

もにすることができたことは，ベスタロッチが後;せに名

を鶏すことができたことに大きな役割を果たしてし、ると

思う。

小臨もこのベスタロッチとアンナとの組合せについて

いう。

「また考えてみれば，果報者でおった。もし先生のl勾

助者として，共生者として，慰安混として，力づけ人と

して，その摺械の妻アンナがなかったならば/突に先生

の件大を以てしても或は半ばを失ったかも知れなし、。無

論，先生の妻としてはじめて，アンナもその精神的韓大

さを発部し得たにちがいないが，先生もたしかにアンナ

マピ待ってはじめてその韓大さを発;隼されたと思う刷。J

前述したように風栄もあがらず，地位もなく，富もな

く， {iiJの取り柄もなさそうに見受けられるペスタロッチ

をかくまで愛し，ともに-~'f嫌に耐えたア γナの、精神的な

偉大さは持の愛にも等しく忠、われる。アンナのこの震に

満ちた心がベスタロッチを溢れるばかりの愛の人，愛の

実践家としたのでtまないだろうか。
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一方小露もアンナに劣らずすばらしい妻を与えられ

た。小東信(1895-1977)は牧師の娘に生まれ， ミッシ

ョンスクールに学りに教育者としてのj設を歩んでいた。

ふ点字訓-'--川ふ4・.....，......-b'L.:::!九 2 して英語の教育にあたる

日曜学校で、オルガニストとし

て奉仕をしていて，そこで小頭と知り会った。

fdVま小東の背後にいつも寄り添うが如く，ひっそりと

強え註でありながらも，強さをも兼ね備えていた。ある

時には「何でもやりましょう。できなくても計酉をしただ

けでも良いではありませんか。識かが，その計画を見て

次の詩代に継続させてくれる人がし、るでしょうから紛J

と小柄な体に大きな心の持ち主だった。ベスタロッチの

アンナと毘諜広信仰j事く，搾え自でありながら，時とし

て決願力と実行力に護れていたのである。だからこそベ

スタロッチと同じような小限の七転び八起きの人生，無

一文からの玉川学園の創設，経営，教育を全うすること

がで、きたのであると思う。

小原の玉川の正の開拓はまさにベスタロッチのイヴ品

ルドンであったのである。

「……丘の上にノくラック校舎と点砲する塾舎，そこIこ

は自給自足，島学昌彦の精神に生きる新芽のような生命

の関おの国難と閉し、ながら，すくすくのび、てゆく，土木

養鶏，養蚕，養魚等に芳三

るまで皆生徒等の実溜であり勤労であり，また学資を得

る方便でもある--r!l略一一つまり，寺子霊の精神が近

代的な様式をかりてここに再興されたのだ。現代教育の

もたらす打算的な小心と熊慮とから隔絶されて，なつか

しいごとの香の嬰るい日光と

魂と若き日の奔放な夢とをつつんで育ちゆく克等はまさ

に祝話されるべきであろう刷。Jこのように誠福されて始

められた学園であったが，幾震となく襲し、かかる危機に

も飴をはじめとするよ こと

なく立ち上ることがで、きたのである。その中にあって信

は，例えば，玉JII学閥が危機持亡の立をとなった昭和17年

(1942)社小涼が全ての校長を辞保したi胤その援の空

襲と食料不足と工場勤労動員の時に

満進したのである。さ

しい，貧しい宝川学閣を支え，昭和22年(1947)2月末川

大学設問認下の年には芳n'lI:長をも引受け，小療が大学長
となるまでの昭和25年(1950)から昭和27(1952)年1月8

日まで，揺は大学長をも兼おていたので、ある。その後も

揺は昭和51年(1976)3丹まで女子塾塾監として細部にわ

たる女子教育のお導を統けた。

信はキリスト者としての…生涯を小限につかえる人と

して謙虚に生きていたようであるが，小原の教育理論を

身をもって示した人であると患うのである。その他に与
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える譲歩響力は小原以上のものがあったのではないだろう

か。これはまさしくベスタロッチとアンナにしても同様

であると思う。

2. ~訟の教育(全人教育〉

小原の蹴いは一切の主義と主張を撤腐して，ただr人』
に帰ること， W人の教育』である。ベスタロッチの頑と心

と体の調和のある人の教育の実誌のためは勢力すること

である。子供の墳から一人の人1111として一方じ偏ること

なく，万選無く議私的に発達く成長〉させることである。

1787年4月ベスタロッチはデンマークのγ品ンスター

宛に議いている。 日、まわたしは，人間に関し，また人

の教腎 ihre(der Menschen) Fuhrngに関して研究する

ために，資料を集め，そしてこの究極目的のために読書

するという計|ぬiにかかっていますが，それはこの年齢の

わたしにとっては一つの新しい仕事です例。J

小療は最後まで「人になれ，人になれJとの設業をく

り返し，コスモスの花のような講和のとれた人になるよ

うにと子供たちを導くことをめざしていた。子供に対す

る心の設かさ，暖かさ，愛に議ち議れる小!京のまなざし

は，ベスタロッチと共通している。その殺の教務につい

てベスタロッチは次のように述べている。

「彩、は私の事業によって，人間の本性の低級な素笠

と，その感性的能力の|浪られた陶冶を求めようとは決し

て思っていない。石，お!>.，ネII!よ，夜、は私の行為によっ

て，最も高きもの，最も尊きものへの，人間の本性の高

揚を求めているのである一私は愛じよる人間の木'陀の高

織を求めているので、あり，li.つ取なる愛の力においての

み，人間の本性に内在する神性と氷遺憾とへの人類のi淘

冶の~礎を認めるのである。私は，私の本性に内在する

と技巧と見解のすべての繋繋札心静の手段とし

て，また愛への神的な高揚の手投としてのみ見るもので

ある。我々人類の人間性への糊冶の可能性を，私は人間

の高揚の内にのみ認める。焚こそは我々の本性を，人|品!

?生へ陶冶する唯一永遠の部礎である側。J

愛について最も理解しやすいたとえは，母の愛であ

る。小諜もベスタロッチも母親のあり方を重視している

ところに共通点を見い出す。母の焚を通して神の愛を理

解するのである。小原もベスタロッチもそれぞれすばら

しい母を持ち，母の愛に脊くまれ母を尊敬して成長した。

母親，どんなに試しくどんなに無知でおり，経験の乏

しい若い母親であっても，わが子の知的発達を援場する

ことはできないというようなことは決してない。母親

は，自分の幼児がまだ知らなし、L、わば日常生活に起こる

無隈に広がる事柄を，自分が知っていることを自覚して

し、るものである。そこじは子供を愛する愛に満たされて
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、るからである。

人誌を人間的な人間ιずることは母と子との応容，対
話から愛が生じてそこから発麗してL、く。この母子の対

話は神への対話，神との関係を生み出す。ベスタロッチ

が WI揺者の夕暮Jの中でいっている父心，子心と同じ関

係で‘ある。 すなわち 「神はその一人子を賜わったほど

に，この世を愛して下さった糊Jその愛であり， 子心と

はその神の殺をすなおに受け，その愛tこ従う者となるこ

とである。ベスタロッチの「おのれを捨ててすべて人の

ためにIJとしザ長きざまである。これが愛である。小
東もこのベスタロッチ拡散い，実設したので、ある。

f己を姶てることは3誌に全く真の自分を得る所以であ

る。人の為でなくて，誌は自分を生かす所以である。教

えさして貰っているのである。尽きして貰っているので

ある。生かさして斑っているのである師。」

小原とベスタロッチが求めた調和のとれた人間は，私

たちキリスト者にとっても同じようにめざすべき人間で

あるα それは調和のとれた人，理想とする人，それはイ

エス・キリストである。神が私たち人間を愛されたが故

に神の一人子であるイエス・キリストを私たちの模範と

すべくこの拡におっかわしに丈まったので、ある。;私たちは

イエス・キリストのとiミ濯を見扱い，少しでも調和のとれ

た人間，愛することりできる人間になることが必要なの

である。捜することのできる人間に子供たちを育てるこ

とそれが教育の法本であると思う。

ベスタロッチと小原，子供たちのためにとその生慨を

持げた二人の生粧を通して私たちは教育の基本，教宵tこ

対する擦勢を学ぶのである。
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